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が
結
集
、
約
３
０
０
０
枚
の

ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。

３
月
９
日
夕
方
に
は
羽
田

空
港
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
内
線
の
到
着

階
外
側
通
路
に
、
約
２
０
０

人
が
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
Ｎ

Ｏ
！
」
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
解
決
を

決
断
せ
よ
！
」
と
書
か
れ
た

赤
い
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て

ア
ッ
ピ
ー
ル
。
原
告
団
は
約

１
１
０
０
枚
の
ビ
ラ
を
配
布

し
ま
し
た
。

次
回
立
川
宣
伝
行
動
は
３
月

14
日
、
横
浜
宣
伝
行
動
は
３
月

28
日
、
支
援
共
闘
主
催
の
都
内

宣
伝
行
動
は
３
月
29
日
、
４
月

24
日
、
５
月
29
日
が
決
ま
り
、

以
降
の
闘
い
は
３
月
25
日
の
国

民
支
援
共
闘
会
議
で
決
定
さ
れ

ま
す
。
６
月
の
株
主
総
会
で
決

断
を
さ
せ
る
た
め
に
も
さ
ら
に

大
き
な
行
動
が
必
要
で
す
。
各

地
で
の
取
組
み
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

日
本
航
空
に
対
す
る
抗
議
・

宣
伝
行
動
に
つ
い
て
は
、
乗

員
組
合
・
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
の
要
請
で
昨

年
５
月
中
旬
以
降
自
粛
を
し
、

交
渉
の
行
方
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
解
雇

者
の
職
場
復
帰
は
実
現
せ
ず
、

会
社
が
提
示
し
た
経
験
者
採

用
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
乗
員
募
集
で

も
応
募
し
た
数
名
の
原
告
ら

は
１
人
を
の
ぞ
き
採
用
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。今

年
２
月
18
日
、
国
民
支

援
共
闘
会
議
の
席
上
、
現
在

ま
で
の
特
別
協
議
の
進
展
な

ど
を
踏
ま
え
今
後
自
粛
要
請

は
し
な
い
と
の
両
組
合
名
の

文
書
が
出
さ
れ
、
運
動
再
開

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
北
海

道
で
は
28
日
に
釧
路
で
、
関

東
に
お
い
て
は
25
日
横
浜
、

27
日
立
川
、
東
京
で
は
28
日

に
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
支

援
共
闘
主
催
の
都
内
六
カ
所

宣
伝
を
再
開
、
約
２
３
０
人

２
月
５
日
、
「
不
当
解
雇

撤
回
を
求
め
て
た
た
か
う
日

本
航
空
労
働
者
を
支
え
る
栃

木
の
会
」
略
称
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
原

告
団
を
支
え
る
栃
木
の
会
」

の
結
成
集
会
が
宇
都
宮
市
内

で
開
か
れ
ま
し
た
。
結
成
集

会
に
は
労
働
組
合
役
員
や
団

体
役
員
な
ど
県
内
か
ら
24
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
栃
木
の
会
」
発
足
に
あ

た
っ
て
は
、
宇
都
宮
地
区
労

働
組
合
会
議
、
佐
野
地
区
労

働
組
合
会
議
、
宇
都
宮
市
民

ユ
ニ
オ
ン
、
わ
た
ら
せ
ユ
ニ

オ
ン
な
ど
が
、
労
働
組
合
や

団
体
に
呼
び
掛
け
て
準
備
会
を

持
ち
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
の
挨
拶
で
、
宇

都
宮
地
区
労
の
渡
辺
公
一
議
長

か
ら
、
「
栃
木
の
会
」
結
成
に

至
る
経
緯
と
「
会
」
の
目
的
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
発
言
の
中
で
「
今
、

日
本
中
で
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
横

行
し
て
労
働
者
の
権
利
が
蔑
ろ

に
さ
れ
て
い
る
。
国
鉄
に
続
く

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
闘
い
は
大
き
な
闘
い

で
あ
る
。

公
共
交
通
機
関
は
安
心
と
安

全
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
不
当

な
解
雇
を
許
さ
ず
、
整
理
解
雇
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し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
の
中
で
、
破

た
ん
時
に
管
財
人
と
な
っ
た

片
山
英
二
弁
護
士
に
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
か
ら
毎
月
５
８
０
万
円
も

の
報
酬
が
支
払
わ
れ
た
こ
と

や
、
片
山
氏
に
功
労
金
も
含

め
て
１
年
間
に
総
額
１
億
円

も
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
聞
い
て
、
大
変
驚

い
て
い
ま
し
た
。

更
に
裁
判
が
起
き
る
と
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
が
元
最
高
裁
判
事
の

甲
斐
中
辰
夫
氏
を
社
外
取
締

役
に
就
任
さ
せ
、
裁
判
が
終

了
す
る
と
取
締
役
を
退
任
さ

せ
た
話
な
ど
を
聞
い
て
、
呆

れ
か
え
っ
た
様
子
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
闘
い
は
重
要

な
闘
い
だ
。
特
に
公
共
交
通

機
関
に
働
く
者
に
健
康
不
安

や
雇
用
不
安
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
必
ず
勝
利
す
べ
き

闘
い
だ
。
市
民
に
も
広
く
訴

え
て
い
こ
う
」
、
「
昨
年
ま

で
は
国
交
省
前
の
座
り
込
み

な
ど
目
立
っ
た
集
会
も
あ
っ

た
。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
沢
山
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
の
真
実

の
大
き
な
運
動
で
世
論
を
作

り
Ｊ
Ａ
Ｌ
を
包
囲
し
て
統
一

要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

を
知
ら
せ
る
学
習
会
や
宣
伝

活
動
、
「
支
え
る
会
」
へ
の

加
入
促
進
と
物
販
へ
の
協
力

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
「
が
ん
ば

ろ
う
」
を
合
唱
、
団
結
が
ん

ば
ろ
う
！
を
三
唱
し
て
集
会

は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
５
月
以
降
、
特
別
協

議
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

労
働
組
合
か
ら
原
告
団
や
支

援
団
体
に
対
し
て
街
頭
宣
伝

な
ど
の
中
止
要
請
が
出
さ
れ

て
い
る
中
で
、
昨
年
末
か
ら

栃
木
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
の
闘

い
を
支
援
す
る
準
備
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
春
闘
で
は
乗
員
組
合
が

争
議
権
を
確
立
す
る
方
針
で

す
。
過
去
を
上
回
る
社
内
外

総会で闘いの報告をする山口団長

２
７
０
名
の
結
集
で
大
成
功
！

２
０
１
８
年
12
月
21
日
、

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
12
・
21
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
に
連

帯
す
る
夕
べ
が
実
行
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
、
２
７
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
夕
べ
は
こ
れ
か
ら
の

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
解
決
に
向
け
て

闘
い
の
決
意
を
固
め
あ
い
、

争
議
団
の
仲
間
た
ち
を
励
ま

す
場
と
し
て
、
千
代
田
区
労

協
、
中
部
全
労
協
、
新
宿
区

労
連
、
中
央
区
労
協
、
国
労

千
葉
・
高
崎
、
西
部
全
労
協
、

神
奈
川
県
共
闘
、
港
区
労
連
、

元
国
労
闘
争
団
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘

争
支
援
三
多
摩
地
区
共
闘
会

議
に
所
属
す
る
12
名
の
方
々

か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
は
呼
び
か
け
人
を
代
表

し
て
水
久
保
千
代
田
区
労
協

事
務
局
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

争
議
団
か
ら
こ
れ
ま
で
の
状

況
報
告
、
上
条
弁
護
団
長
、

各
呼
び
か
け
人
や
、
地
域
で

活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
か
ら

の
報
告
や
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
遠
く
釧
路
の
支
え
る
会

か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

支
援
団
体
に
よ
る
歌
と
演

奏
な
ど
も
は
さ
ん
で
争
議
団

一
同
が
壇
上
に
登
り
、
一
人

ひ
と
り
が
思
い
と
決
意
を
述

4
要
件
を
守
る
こ
と
は
、
日

本
全
国
の
労
働
者
の
権
利
を

守
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
を
支
え
激
励
し

て
勝
利
し
、
職
場
に
戻
そ
う
」

と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

山
口
団
長
か
ら
闘
い
の
報
告

続
い
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
原

告
の
山
口
団
長
か
ら
１
時
間

に
亘
り
、
経
営
破
た
ん
の
原

因
や
解
雇
に
至
る
経
緯
、
裁

判
の
経
過
、
全
国
的
な
支
援

の
状
況
、
労
使
交
渉
の
現
状

な
ど
、
争
議
全
般
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
報
告
の
中
で

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
流
出
問
題
や

最
近
の
飲
酒
問
題
な
ど
、
職

場
の
現
状
に
強
い
関
心
を
示

支える会の会員拡大・
継続のお願い

2011年11月に発足したJAL闘争を支

える会も8年目になりました。この10

カ月間JALに対する活動が見えなかっ

た事もあり、新規加入や会員継続も若

干落ち込んでいます。

皆さんから寄せられた賛同会費は、

その大半が原告団の活動補助として使

われています。

いよいよ運動再開となりました。特別

協議を「真の解決の場」とさせるために

も、支える会の会員拡大が必要です。皆

さんのお手元に継続のお願いが届きまし

たら是非継続の手続きを、また新規会員

の呼び掛けをお願い致します。
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べ
ま
し
た
。
支
え
る
会
柚
木

事
務
局
長
が
「
支
え
る
会
が

開
催
す
べ
き
会
を
実
行
委
員

会
と
し
て
企
画
し
、
多
く
の

賛
同
を
得
て
盛
大
に
連
帯
す

る
夕
べ
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

に
感
謝
で
す
。
納
得
行
く
解

決
に
向
け
力
を
あ
わ
せ
よ
う
」

と
発
言
。
最
後
に
山
口
パ
イ

ロ
ッ
ト
争
議
団
長
か
ら
の
決

意
表
明
を
受
け
、
実
行
委
員

会
を
代
表
し
て
中
部
全
労
協

の
青
柳
議
長
の
音
頭
に
よ
り

団
結
頑
張
ろ
う
を
行
い
、
参

加
者
全
員
で
「
が
ん
ば
ろ
う
」

を
う
た
っ
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

呼びかけ人 代表挨拶
千代田区労協 水久保文明

本日は年末のあわただしい中、ＪＡＬ解雇撤回を闘う仲間たちをはげます「連帯の夕べ」にお越し

いただき、ありがとうございました。この「夕べ」の呼びかけ人を代表して、若干の経過報告と、開
会宣言をさせていただきます。

論語の一節に「義を見てせざるは勇無きなり」というものがあります。「義」は正義の義で、「勇」

は勇気の勇の意味です。正義を見て行動しないのは、勇気がないことだ、ということを孔子は教えて

いるのです。

ＪＡＬに限らず不当解雇撤回というテーマは、正義の闘いだと思っています。その闘いについて、

何もしない、支援の手を差し伸べないのは、勇気のないことだ、孔子はそう教えていると思うのです。
この言葉を転じて、私は正義の「義」を犠牲者の「犠」に置き換えて考えています。

解雇や賃金差別、パワハラやセクハラも労働現場における犠牲者です。とりわけ解雇は「合理化」

の頂点に追いやられた出来事です。つまり、解雇された人たちは、企業がすすめる〝経営数字ファー

スト〟の「合理化」の犠牲の頂点に置かれていると思うのです。

だから、解雇問題や賃金差別など労働者への攻撃は、その人だけの問題ではなく労働者全体の問題
にしなくてはならない課題だと、常々、思っていますし主張してきました。そういう立場から、私は

ＪＡＬの争議団を支援してきたつもりです。

『連帯の夕べ』は、「合理化」の犠牲者となっているＪＡＬ争議団の仲間を励ます場であり、孔子

のいう勇気ある大事な取り組みの一つだと考え、準備を進めてきました。

みなさんもご承知のように、ＪＡＬ争議の解決をめざす特別協議が始まりました。その協議を前進
させるために、対外的な抗議行動などをセーブしようということになりました。それは５月のことで

したが、協議内容をめぐって、争議団内部に意見の違いが生まれたと聞いています。そういうことは

あり得ることで、特別のことではありません。争議団内の意見の違いは、争議団自身が議論の中で解

決すべきことです。

その特別協議を見守ろうということで、支援行動を５か月あまりストップした段階で「何もしなく

ていいのか」という声が、支援者の中から上がってきました。それは、「協議とは別に、何かやるこ
とがあるはずだ」という声に変ってきました。

その具体的な構想が、今回の争議団の仲間を激励する「連帯する夕べ」だったのです。これは争議

団が主催するものではなく、解決交渉とは全く別次元の、支援者が自主的に応援するものである、と

いう位置づけをしました。それもネガティブにならず「明るく、楽しく、元気よく」がいいだろうと

発展しました。きょうは、同名の吟醸酒も準備しました。
呼びかけ人は地域を中心に12人、賛同団体は68団体、賛同人は187人に膨らみました。実行委員会

を立ち上げそこを中心に進めました。そしてきょうのこの日を迎えることができました。ご協力いた

だいたみなさんに、改めてお礼を申し上げるものです。

私はＪＡＬの経営陣に問いたい。あなた方は、自分が解雇されたり差別されたりすることを喜ぶの

ですか、と。そうではないはずです。経営者であっても間違いを冒すことはあり得ますし、人につき

ものです。2010年大みそかの解雇は、あきらかに間違いでした。論語は触れています。「過ちては改
むるに 憚ること勿れ」という言葉がそれです。

その言葉を実践するとしたら、一日も早く争議解決を図ることです。その解決策も簡単で実にはっ

きりしています。２労組の『統一要求』に応えることです。

そのことを重ねて強調して、開会のごあいさつとさせていただきます。今夜は「明るく、楽しく、

元気よく」プレ・クリスマスイブを想定して楽しくやりましょう。ありがとうございました。
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昨
年
10
月
ロ
ン
ド
ン
発
東

京
行
に
乗
務
す
る
日
航
の
副

操
縦
士
か
ら
規
定
値
を
上
回

る
ア
ル
コ
ー
ル
が
検
出
さ
れ

ま
し
た
。
禁
固
10
ヵ
月
で
ロ

ン
ド
ン
に
て
服
役
中
で
す
。

そ
の
後
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
飲

酒
問
題
が
相
次
い
で
報
告
さ

れ
、
12
月
に
は
日
航
に
事
業

改
善
命
令
が
、
全
日
空
な
ど

４
社
に
は
行
政
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。
安
全
を
使
命
と
す

る
公
共
交
通
機
関
で
規
定
違

反
を
し
て
の
飲
酒
は
絶
対
に

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
乗

務
前
の
飲
酒
時
間
制
限
、
ア

ル
コ
ー
ル
検
査
の
厳
密
化
と

罰
則
の
強
化
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
の
事
例
で
は
、

送
迎
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

飲
酒
を
指
摘
し
ま
し
た
。
発

覚
後
に
、
別
の
副
操
縦
士
を

起
用
せ
ず
に
機
長
２
名
で
14

時
間
54
分
の
勤
務
を
し
ま
し

た
。
安
全
の
基
盤
で
あ
る

「
自
由
に
も
の
が
言
え
る
職

場
」
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
で
す
。

そ
の
後
２
０
０
名
以
上
も
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
日
航
を
辞
め
て
い

ま
す
。

日
航
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
年
間

乗
務
制
限
を
60
時
間
延
長
し
ま

し
た
。
し
か
し
パ
イ
ロ
ッ
ト
不

足
は
解
消
で
き
ず
、
航
空
身
体

検
査
基
準
に
不
適
合
で
乗
務
で

き
な
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
毎
月
70

名
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

今
必
要
な
の
は
、
解
雇
争
議

を
１
日
も
早
く
解
決
し
、
社
員

と
の
信
頼
関
係
を
回
復
す
る
こ

と
で
す
。

（
乗
員
団
長

山
口
宏
弥
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
飲
酒
問
題

で
は
、
職
場
環
境
や
背
景
に

着
目
す
べ
き
で
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
外

国
人
旅
行
者
の
増
加
で
航
空

の
需
要
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
不
足

に
よ
る
高
稼
働
に
加
え
、
羽

田
空
港
の
24
時
間
化
で
の
徹

夜
・
長
距
離
便
の
増
加
、
時

差
や
ス
ト
レ
ス
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
人
員
不
足
と
言
っ

て
も
、
日
航
は
２
０
１
０
年

の
大
み
そ
か
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

81
名
と
客
室
乗
務
員
84
名
を

整
理
解
雇
し
ま
し
た
。
更
に
、

地底から湧き上がるエネルギー
弁護団長 上条貞夫

2018年12月21日「ＪＡＬ闘争に連帯する夕べ」は、ＪＡＬ闘争の新たな局面に即応した画期的な集
いでした。その呼びかけ人は、これまでＪＡＬ闘争を各地域で支えて来られた、東京、神奈川、千葉、
高崎の、全労協、全労連、国労などの中心メンバーの方々（協力68団体・187人）。参加者270人。
日航乗員組合、機長組合、客室乗員組合の三労組は、2016年9月16日、それまでの運動内部の様々

な議論を、解雇から数年を経た現状に即して統一し、希望者の復職をはじめとする四要求を確立して
団交を求めました。会社は、その最初から協議拒否を続ける背信行為を１年半も繰り返しても争議が
続くのに耐えられず、2018年５月、従来の労務方針を変更し整理解雇問題の解決に踏み出す見解を表
明。
６月19日の株主総会では植木義晴会長みずから、労組と誠心誠意話し合って解決を目指すことを明

言したのです。ところが会社は、労組の争議解決・統一要求に向き合って解決交渉を進めようとせず、
会社の募集に応募するという「経験者採用制度」の手続きを先行させて、客室乗務員の応募者は３名
全員不採用、パイロットの応募者は１人しか採用しない、争議解決を反故にする背信行為を敢えてし
ました。
この重ね重ねの背信行為、不正を徹底追及して勝利解決の突破口を開く。このタイミングに合わせ

て「ＪＡＬ闘争に連帯する夕べ」が開催されたのです。
これまでＪＡＬ闘争を地域から支えてきた力が、多くの闘う争議団とともに、この会場でＪＡＬ闘

争に連帯・結集しました。その熱気に、地底から湧き上がるエネルギーを実感しました。ＪＡＬ争議
は、これほど、したたかに守られている。その嬉しさを心に刻んだ夕べでした。

２０１９年旗開き

今年も争議団は多くの団体・労働組合から

ご案内をいただき167もの旗開きに参加させ

ていただきました。それぞれの旗開きでは状

況報告、闘争報告などをさせていただき、じっ

くりお話を聞いていただきました。あわせて

抽選会の賞品としてＪＡＬ物販を購入してい

ただいたり、物

販コーナーを設

けていただいた

り財政支援にも

多大なご協力を

いただきました。

ありがとうござ

いました！


